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�事業概要

� '18/3期 2Q業績

�南星機械グループの連結子会社化について
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■事業概要



会社概要
࠙'18/3期 9月末ࠚ
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会社名

創 業

ஜ 社

売上高

資ஜ

決算期

従業員

事業ϋ容

発行株式総数

上場市場

ǪǫダアイȨン株式会社

1938年7உᲢ設立Ƹ1960年Უ

13,113百万όᲢ'17ｹ3期Უ

3உ31日

226名

7,228,700株

東証ɟ部Ტ6294Უ

大阪府大阪市港区海岸通4ɠ目1番18号

1,473百万ό

建設機械Ʒ製造、販売、修理



主力商品

解体アἑッἓメント
ί油圧ショベル先端部分ὸ

ビッ䜽バス

䜴ッ䝗ホ䜾

環境機械
ί木材破砕機ὸ
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大割機 ᵲᵱ-WBἁἻッἉἵὊ



事業概要

製造子会社
Ⅰアイ∎ンテックⅡ

協力工場

Ⅸ国内販路Ⅹ
∝⇝∍⇿∑メ∞⇑∞
∝−ン⇥∑業者
∝エンド∌∞⇜∞
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製造子会社
Ⅰ南星機械Ⅱ

Ⅸ海外販路Ⅹ
∝海外販売店
∝米国子会社
ⅠOkada AmericaⅡ

ͣ燧燥燦7/燦燥/燧～ͤ



国内事業ਗ点

幌営業所ߏ

盛岡営業所

中部営業所

北陸営業所

四国営業所

広島営業所九州営業所 仙台営業所

アイヨンテッ灈

社・海外事業所ߎ
関西支店

ί全国営業ᵏᵐਗ点、製造ᵏਗ点ὸ

横浜営業所
東京オフィス

東京ߎ店
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⇐⇑⇦アメ∐⇑
本社

新設

⇐ハイ⇐支店

テキ⇛⇟支店

米国事業ਗ点ίᾂਗ点ὸ
９



海外販売先比率ί'ᵏᵖᵍᵑ期ᵐQὸ

北米
7•％

欧州
7％

南米
１％

ア⇞ア
․‣％

⇐セアニア

‣％
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海外事業

国ෆ事業

22.6
％

77.4
％
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21.7%

42.9 %
7.9 %

12.4 %

6.1 %

3.8 %

5.2 %

油圧ブ−∞⇑

部品販売

つかみ機
そ↝他

修理

売上構成比ί'ᵏᵖᵍᵑ期ᵐQὸ

圧砕機環境関連機器

※ 2017ᖺ4月～2017ᖺ9月 当社売上構成比



当社の強Ớ

一気通貫↝対応力

開 発
製 造

修 理
販 売
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14%

45% 47%

油圧ブ−∞⇑大割機 小割機

主力製品ểその国内Ἁェア

41%

鉄骨⇑ッ⇥∞

日本建設機械工業会発表資料をも䛸䛻当社作成䠄’17/4～’17/9 累計䠅
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日本建設機械工業会発表資料をも䛸䛻当社作成䠄’17/4～’17/9 累計䠅

全国ᖹ均

首都圏

47％

鉄骨⇑ッ⇥∞

50％

首都圏 主力商品䛸その国ෆシ䜵ア

首都圏䠖東京䞉埼玉䞉千葉䞉神奈川

45％

大割機

50%

小割機

41％

49％
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�'18/3期2Q 業績
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16'ᵏᵖᵍᵑ期 ᵐQ 連結業績ί要点ὸ

�連結売上高ƸᲰᲱ億ᲮᲬ百万όᲢ＋Ჱ.ᲮᲟᲣ

�経常利益ƸᲱ億ᲫᲪ百万όᲢ＋ᲭᲪ.ᲬᲟᲣ

�国ϋƸ、再開発ȷ耐震建替需要が堅調ư
建機アǿッチメントƷ販売が伸びǔ一方、
大型木材破砕機Ƹ納期ズȬ等ƴよǓ減少し、
売上高ᲯᲬ億ᲫᲰ百万όᲢ＋Ძ.ᲭᲟᲣ

�海外Ƹ、Ȭンǿȫ需要が回復した北米Ʒ他、
販売代理店拡充ƴよǓアジアȷ欧州も順調ƴ伸び
売上高ᲫᲯ億ᲬᲯ百万όᲢ＋ᲭᲮ.ᲲᲟᲣ

※≋≌内↞前年同期比



売上高 実績および予測

0

5,000

10,000

15,000

3,627 

8,266 

4,197 

8,475 

4,987 

10,371 

5,707 

11,943 

6,121 

12,043 

6,279 

13,113 

6,742 

14,000 

'12/3期 '13/3期 '14/3期 '15/3期 '16/3期 '17/3期 '18/3期
ك予測ق

第2四半期 通期 予測

単位ق百万円ك
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8期連続増収計画、ऺऻ順調に推移

ك実績ق

過去
最高
䠄予測䠅

過去
最高
䠄予測䠅過去

最高
過去
最高

過去
最高
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�国ϋƸ、主力ן砕機ȷ油ןブȬȸカ共ƴ順調ƴ増加、
環境機械Ƹ大幅減少

�海外Ƹ、北米ȷアジアȷ欧州共ƴ順調ƴ増加

129 

223 

89 

394 

358 

6 
8 

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

3,400

3,600

3,800

4,000

3,279'ᵏᵕᵍᵑ ᵐＱ 'ᵏᵖᵍᵑ ᵐＱ

圧砕機

䝤䝺䞊カ

環境機械
䛴䛛み機

▲

▲
▲

海外

'ᵏᵖᵍᵑ期ᵐQ 売上高増減要因

補財䞉修理

その他

6,279
6,742

国内 海外

単位ق百万円ك



0

500

1,000

1,500

271 

507 

400 

605 

448 

837 

555 

947 

562 

721 

545 

1,092 

710 

1,250 

'12/3期 '13/3期 '14/3期 '15/3期 '16/3期 '17/3期 '18/3期
ك予測ق

第2四半期 通期 通期予測
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経常利益 過去推移ểʻ期予測

過去
最高

単位ق百万円ك

過去
最高
䠄予測䠅

過去
最高
䠄予測䠅

過去
最高

過去
最高
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�国ϋ粗利Ƹ売上微増ȷ粗利Ƹ横ƹいư微増
�海外粗利Ƹ売上増ȷ粗利改善ƴよǓ大幅増
�為替差損が無くƳǓ、販管費ƸＭᲠＡ費用Ʊ人件費が増加
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6
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545'ᵏᵕᵍᵑ ᵐＱ 'ᵏᵖᵍᵑ ᵐＱ

国ෆ粗利

海外粗利

為替影響

販管費
影響

その他

'ᵏᵖᵍᵑ期ᵐQ 経常利益増減要因

545

710

▲67

単位ق百万円ك
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機種別売上ί第ᾁ四半期推移ὸ

単位≋百万円≌

'16/3期
2Q

'17/3期
2Q

'18/3期
2Q 前期比 前期比

(％)
前々期比

(%)

崾嵔嵤カ 390 319 448 129 40.4 14.9

圧砕機 2,458 2,503 2,726 223 8.9 10.9

環境機械 457 847 489 ▲358 ▲42.3 7.0

つかみ機 232 257 251 ▲6 ▲2.3 8.2

補材嵣修理 934 913 1,001 88 9.6 7.2

その他 246 310 301 ▲10 ▲2.9 22.4

国内計 4,717 5,148 5,216 68 1.3 10.6

海外計 1,404 1,131 1,525 394 34.8 8.6

連結計 6,121 6,279 6,742 462 7.4 10.1
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地域別売上ί第ᾁ四半期推移ὸ

単位≋百万円≌

'16/3期
2Q

'17/3期
2Q

'18/3期
2Q 前期比 前期比

(％)
前々期比

(%)

北海道 148 224 211 ▲13 ▲5.8 42.6

東北 705 704 686 ▲18 ▲2.6 ▲2.7

関東 1,569 1,863 1,611 ▲252 ▲13.5 2.7

中部嵣北陸 571 588 603 15 2.6 5.6

関⻄ 557 552 635 83 15.0 14.0

中国嵣四国 425 443 408 ▲35 ▲7.9 ▲4.0

九州 595 638 908 270 42.3 52.6

その他ق本社営業部扱ك 147 135 153 18 13.3 4.1

国内計 4,717 5,148 5,216 68 1.3 10.6

海外計 1,404 1,131 1,525 394 34.8 8.6

海外比率(%) 22.9 18.0 22.6 4.6 － －

連結計 6,121 6,279 6,742 462 7.4 10.1
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中長期経営計画 䛂ア䞊䝏2020作戦䛃 骨子

1 䛆国 ෆ 戦 略 䛇 バ䝸ュ䞊䝏䜵䞊ン強化

2 䛆海 外 戦 略 䛇 䡞現地化䡟䛸䡞提携䡟の機動的選択

3 䛆経営基盤強化䛇 持続的成長の土台䛵く䜚

財務目標 䝖䝸䝥䝹 䛂10䛃営業目標 䝖䝸䝥䝹 䛂䠎䛃

䐟 連結売上高 2倍(200億䠅

䐠 主要製品国ෆｼｪｱ 2割アッ䝥

䐡 海外売上 2倍

䐟 売上高伸び率(ᖹ均) 10％以上

䐠 売上高営業利益率 10％以上

䐡 自己資本利益率䠄Ｒ䠫Ｅ䠅 10％以上

×

全社目標 䝖䝸䝥䝹 䛂1䛃

䛊一流䛋 一流の䝥䝻集団 䛻よ䜛

䛊一級䛋 一級の製品䞉サ䞊ビス 䛻よ䜚

䛊一強䛋 業界 䠪䠫．䠍 の企業䜾䝹䞊䝥を目指す

䝖䝸䝥䝹䛂1䛃を目指し䛶䚸2020ᖺ䛻橋を䛛け䜛䚹

ア䞊䝏 ア䞊䝏

2015.5.15公表資料よ䜚
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2017ᖺ度の取組方針

OKADA八策
Ṟ 自由ễ発想Ểの戦略商品の開発

ṟ 海外戦略の見直Ẳể実行

Ṡ アフἑὊビἊネἋ体制の充実ểベὊἋ売上ί修理Ὁ補材ὸの増強

ṡ アἻイアンἋを含めた事業規模Ẕ輪ẕのਘ大

Ṣ 全社業務の効率化

ṣ 社員満足度の向上

Ṥ コンプἻイアンἋểἼἋἁ管理

ṥ 人員確保及びỿἵἼアパἋの設計Ὁ活用ỆよỦ効果的ễ人材育成
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■南星機械グ嵓嵤崿の連結子会社化について



南星機械ἂἽὊプの概要 27

＜連結子会社化の目的＞

䞉南星機械䜾䝹䞊䝥の商品䝷インアッ䝥䛸生産体制䚸当社䜾䝹䞊䝥の販売力䛸
䝯ンテ䝘ンス体制䛜合わさ䜛事䛷䚸各々の課題を相互補完

䞉更䛺䜛市場シ䜵アの拡大䛸䚸経営基盤の強化

社名 株式会社南星機械䚸株式会社南星䜴インテッ䜽
暁機工株式会社

創業 1948ᖺ

事業ෆ容 林業機械䚸ス䜽䝷ッ䝥用機械䚸䜿䞊䝤䝹䜽䝺䞊ン䚸
大型䜴イン䝏等の設計䚸製作䚸販売他

売上高 約30億

従業員数 190名

࠙'18/3期 9月末ࠚ



国内事業ਗ点

東京

28

南星機械／
南星ウインテッ灈

各本社炔熊本営業所
暁機工

熊ߎ空港
阿蘇山

南星機械灉ル炕プ
熊本県拡大図

幌ߏ

盛岡

大阪

名古屋

長野

新潟

広島

四国

ί製造ਗ点および全国営業ᵏᵎਗ点ὸ



南星ἂἽὊプの主力商品 29

定置式ス䜽䝷ッ䝥䝻䞊䝎

林業用䜾䝷ッ䝥䝹



南星ἂἽὊプの主力商品 30

簡易䜿䞊䝤䝹䜽䝺䞊ン
䠄送電線鉄塔建設工事䠅

固定䜿䞊䝤䝹䜽䝺䞊ン
䠄䝎䝮建設䠅



主力商品の紹ʼίプロセッサ ハὊベἋἑὸ 31



主力商品の紹ʼίἋインἂἶὊἒὸ 32



27.1

13.4

6.2
9.1 

11.3

7.1

10.2
15.5

33売上構成比ί'ᵏᵕᵍᵑ期ὸ

※ 2016ᖺ4月～2017ᖺ3月 南星機械䜾䝹䞊䝥売上構成比

林業機械

鉄ᴰｻᴊᴐᴱ

ᴐᴲｰᴵそƷ他

暁機工株式会社 単位ك%ق
機械材料や各種機器Ʒ販売

工事そƷ他

ᴑｰﾌᴶᴱᴐᴲｰᴵ

特殊大型ᴋᴊᴵﾁ



環境機械分野ỂのἉナἊὊ効果 34

アイȨン与作
Ტ破砕前処理Უ

ǿワȸヤȸダ
スイングヤȸダ

Ტ大型ȷ大量集材Უ

グȩップル
Ტ少量ȷ積込等Უ

＜伐採＞ ＜集材＞

ログȐスǿȸ
ウッドホグ

Ტ木材破砕機Უ

＜チップ化＞

プロセッサ
ȏȸベスǿ
Ტ伐倒ȷ

枝払ȷ切断Უ



Ẑ林業展ẑへの出展ίᵏᵏᵍᵏᵗ日Ὁᵐᵎ日ὸ 35

香߷県坂出市
「番Ʒ߸臨海工業団地Ʒ県ஊ地にて



䠄百万䠅

䠄台䠅

生産体制の強化

朝霞新工場本格稼動

厔
出
荷
台
数

厕

厔
売
上
金
額

厕
324 380 395 425 448
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750
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865

900

1,063 
1,266 

1,467 1,583 
1,722 

2,241 
2,615 2,880 

3,325 
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0
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750

1,000

'14/3 '15/3 '16/3 '17/3 '18/3

2Qྎ数 通期ྎ数 2Q売上 通期売上

䠄予測䠅

䠄予測䠅

䠄実績䠅
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EU内販売代理店が1】࢝国拡大

現地在庫設定開始

欧州仕様ᑠ割機2機種ᑟ入

更࢝３国で代理店設定

37

2015

2016

2016.11

2017.4

2017.9

2017.10

VAT納税番号取得より
顧客側の複雑࡞手続が不要

ランダ事務所開設࢜

欧州市場䛾開拓

海外戦略䛾見直し䛸実行

ίイギリス・エストニア・スイスὸ



海外戦略䛾見直し䛸実行

䜸䝷ンダ出店

38

●販売用倉庫を拡充
●現地駐נ員事務所を開設

ベ䝹䜼ー

ドイ䝒䜸䝷ンダ

＜䜸䝷ンダ拡大図＞

ロ䝑䝔䝹ダム

アムス䝔䝹ダム

ドイ䝒
ﾍﾞﾙｷﾞｰ

フ䝷ンス

イ䜼䝸ス

ノ䝹䜴䜵ー

ス䜴䜵ー䝕ン

オランἒ



配当方針 39
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株主優待制度 40

保有株式数 ෆ 容

䠍䠌䠌株以上 䜽䜸䜹ード 1,000分

200株以上 䜽䜸䜹ード 2,000分

500株以上 䜽䜸䜹ード 3,000分



当社株価の状況
41

株価 1,768円

時価総額 12,780百万円

配当予想 24円

PERق予ك 15.05倍

PBRق実ك 1.60倍

配当利回りق予ك 1.36％

最低投資⾦額 176,800円

2017年11月14日終値ベ嵤ス
كYahoo崽ァイナンスよりق

＜当社株価の５ヶ年推移＞

＜当社株価と日経平均の５ヶ年比較＞



ご清聴あụがểうごằいộẲた

＜注意事項＞

本資料中䛾予想䛿䚸決算発表日現在䛻おい䛶入手

ྍ能䛺情報䛻基䛵䛝作成したも䛾䛷あ䜚ます䚹

実際䛾業績䛿今後種々䛾要因䛻よっ䛶異䛺䜛結果䛸

䛺䜛ྍ能性䛜あ䜚ます䚹


